
　　　　　　　☆星合教授最終講義☆

　今春停年退官予定の星合正治教授（本所第3部）の工

学部における最終講義が2月16日午前10時から2時間に

わたって行なわれた．　「本邦今日の社会情勢と技術者の

覚悟一転期に立つ日本の工業」と題されて，電子工学を

生み育てられた40年の経過から日本の現状，技術の水

準に及び，今後の道として待論の計測立国論をもって結

ばれた．副々題として「一停年教授の捨台詞」とあった

が，なかなかそのようなものでなく，広い工学部第3号

講義室を満した職員，学生にとってまことに感銘深い置

土産であった．

　　　　　　　　☆講　　　演☆

◇助教授　黒川兼行，助教授　浜崎裏二「パラメトリッ

ク増幅器の縦続接続」：電気通信学会マイクロ波伝送研

究専門委員会（1959。1．20）

◇教授　永井芳男，技術研究生　原千佐代「ジフェニル

アントラセンの合成」：日本学術振興会第116委員会
（1959．　1．　27）

◇教授　永井芳男，技官　田辺正士，技術研究生　古新

居祥「トルエンとクロルシアンの反応」：同上（同上）

　◇李　　海沫

　◇一色貞文

s◇星野昌一
／◇妹尾学
／◇平尾　収

　◇小高庄二

　　　　　　　　　　　　　筆　　者

研究生　専攻　放射線工学

教授　工博　専攻　応用X線工学

教授　工博　専攻　建築装備学

助手（特別研究員）理博専攻無機工業化学

教授工博専攻内燃機関学・自動車工学

技官　専攻　同上
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出版委員長渡辺要
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　　　　　　尾上守夫

　　　　　　黒川兼行

　　　　　　福田義民

　　　　　　　　　　　　　　　　生　産　研　究

◇教授　永井芳男，技宮　田辺正士，技術研究生　富沢

秀夫「1・　4一ジアミノ・アントラキノンのアルキル化」

同上（同上）

◇教授　永井芳男，技官　田辺正士，技術研術生　小幡

俊雄「ジクロル・アントラジンキノンのスルホン化」：

同上（同上）

◇教授　金森九郎「最近の鉄鋼情勢」：東京大学，学生

講演（1959．1．31）

　　　　　　　　☆寄　　　稿☆

◇教授　竹中規雄，内地研究員　広野雅道（ロ争岡大学工

学部）「切削剤の切削機構に及ぼす影響」：精機学会誌，

25，　1，　14～20　（1959．　1）

◇教授　永井芳男，助手　後藤信行「4一クロールナフタ

ールーN一メチールイミッドとベンゾアントロンとのナト

リウムアルコラートによる縮合」：工業化学雑誌，61，

P1271（1958）

　　　　　　　　☆海外渡航☆

　野崎　弘　助教授（第4部）は，今年ベルギーリエー

ジで開催される（1959年9月14～19日）国際写真科

学会議に　Photographic　Sensitivity　に関する論説を

提出したが，2月3日同会議に出席，講演すべく要請を

うけた．
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